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大学図書館を取り巻く状況 

 

大学を取り巻く環境からくる大学図書館への影響 

大学図書館 固有の状況 
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大学図書館を取り巻く状況 

大学を取り巻く環境（私学） 

 18歳人口減少（財政見通しが暗い） 

 大学のユニバーサル化（「学習」が身についてない学生の増加） 

 

 大学設置数の増加（競争の激化）！ 

 

  教育の質向上：アクティブ・ラーニング、PBL(Problem／Project Based Learning） 

  地域貢献・連携（社会的存在意義、フィールドワーク（地域学習）の場、寄付金・補助金） 
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大学図書館を取り巻く状況 

大学を取り巻く環境（私学）からくる大学図書館への影響 

 18歳人口減少（財政見通しが暗い）  予算の削減 

 大学のユニバーサル化（「学習」が身についてない学生の増加） 

               主体的学習者の減少：図書館利用者減 

 大学設置数の増加（競争の激化） 費用対効果の重視： 

                  役に立たない機関は縮小・外注 
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実際に数字を見てみましょう！ 
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大学設置数と18歳人口の推移 

国立 公立 私立 大学進学者数 18歳人口 

政府統計の総合窓口（e-Stat)を元に著者が作成 



入学定員区分 大学数 入学定員A 志願者数 入学者数B 差B-A 

100人未満 34 2,493 6,169 2,366 -127 

100人～200人未満 103 14,451 59,628 12,789 -1,662 

200人～300人未満 85 20,357 79,730 19,136 -1,221 

300人～400人未満 65 22,402 83,416 21,362 -1,040 

400人～500人未満 46 20,379 65,449 19,964 -415 

500人～600人未満 45 24,361 87,331 23,526 -835 

600人～800人未満 40 27,081 95,496 25,499 -1,582 

800人～1000人未満 33 29,215 177,161 30,203 988 

1000人～1500人未満 58 72,321 413,113 78,756 6,435 

1500人～3000人未満 47 96,702 877,163 106,982 10,280 

3000人以上 23 133,935 1,568,846 146,478 12,543 

合計 579 463,697 3,513,502 487,061 23,364 

私立大学入学志願者動向（2015年度） 

日本私立学校振興・共催事業団「平成27年度私立大学・短期大学等入学志願動向」を元に著者が作成 



入学定員区分 大学数 入学定員A 志願者数 入学者数B 差B-A 

100人未満 34 2,493 6,169 2,366 -127 

100人～200人未満 103 14,451 59,628 12,789 -1,662 

200人～300人未満 85 20,357 79,730 19,136 -1,221 

300人～400人未満 65 22,402 83,416 21,362 -1,040 

400人～500人未満 46 20,379 65,449 19,964 -415 

500人～600人未満 45 24,361 87,331 23,526 -835 

600人～800人未満 40 27,081 95,496 25,499 -1,582 

800人～1000人未満 33 29,215 177,161 30,203 988 

1000人～1500人未満 58 72,321 413,113 78,756 6,435 

1500人～3000人未満 47 96,702 877,163 106,982 10,280 

3000人以上 23 133,935 1,568,846 146,478 12,543 

合計 579 463,697 3,513,502 487,061 23,364 

私立大学入学志願者動向（2015年度） 

日本私立学校振興・共催事業団「平成27年度私立大学・短期大学等入学志願動向」を元に著者が作成 

 

 
大学数   418校 (72.2%) 

入学定員数 131,524 

入学者数  124,642（25.6％） 

定員充足率 94.7％ （6,882人不足） 

 

 

大学数   161校  (27.8%) 

入学定員数 332,173 

入学者数  362,419（74.4％） 

定員充足率 109.1％ （30,246人超過） 

7割の大学 

3割の学生 

3割の大学 

7割の学生 



大学図書館 固有の状況 
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大学図書館を取り巻く状況 

大学図書館 固有の状況（私学） 

 学術雑誌・電子ジャーナルの高騰  予算圧迫（解約しかない？） 

 インターネット普及とコンテンツのデジタル化 

      ◎ネットで(ある程度)情報が探せる 

      ◎図書館員も知らないデジタルコンテンツが多数 

 外部委託化の拡大  「業務ノウハウ・蓄積」消失 

           「教員とのつながり」消失 
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ラーニング・コモンズの登場と期待の背景 

 生き残りをかけた大学政策 
 大規模講義 → 中小規模クラス（教員増） 

 新しい教育法の導入：アクティブ・ラーニング、 

           問題発見解決/プロジェクト型学習（Problem/Project-Based Learning：PBL） 

 授業外学習の重視（学生同士の学びの充実） 

 「見た目」重視（綺麗なトイレ、綺麗な食堂、綺麗な図書館）で新入生獲得 

    →「限られた財源」の活用の範囲（無駄なコスト削減と施設の併用活用） 

 

アクティブラーニングが実践できる空間が必要 

（見た目も綺麗な方が、新入生獲得にも効果有り） 
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ラーニング・コモンズの登場と期待の背景 

ラーニング・コモンズの実践！  

2011年立命館大学衣笠図書館内に「ぴあら」ピア・ラーニングルーム登場 

学習している学生の姿が見える。「学びが見える、学びに触れる、学び合える」 

学習形態によって、利用者が自由にレイアウト変更（可動式の机と椅子） 

長期滞在型利用者への対応（キャップ可能な飲み物持込OK） 

  →「図書の管理業務」中心から「学習支援」に大きくシフト 

インターネットの普及→情報教育が重要：学術情報の電子化 

  キャンパス的に図書館は一等地にある事が多い 

  多くの情報機器を図書館内に設置（後に「インフォメーション・コモンズ」とも） 

    情報部門と連携 

     

アクティブラーニングが実践できる空間が必要 

  図書館として、利用者を呼び戻す取組み（教学部門と連携） 

（学内の）生き残りをかけた大学図書館政策 
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2011年はどんな年？ 
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 2011年 大学図書館の整備について（審議のまとめ） 

     －変革する大学にあって求められる大学図書館像－  

 2012年 新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて（答申） 

     ～生涯学び続け，主体的に考える力を育成する大学へ～ 

 2013年 学修環境充実のための学術情報基盤の整備について（審議のまとめ） 
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ラーニング・コモンズの設置状況 

ラーニング・コモンズの設置状況数 ラーニング・コモンズの設置状況率 

2011年 2012年 2013年 

文部科学省 
「大学における教育内容等
の改革状況について」から
作成 
※ラーニングコモンズが調査対象は 

 2011年から2013年のみ 

※2014年以降はアクティブラーニングの
調査に。。。 

小さな成功 



2013年 同志社大学 

日本最大級のラーニング・コモンズ 

 2,550平米の日本の大学では最大級（当時）となる「図書館の外」にある 

 ラーニング・コモンズ 

 教育組織が管理運営 

 教員組織による学習支援 

図書館の中の「ラーニング・コモンズ」 

 「学びの見える化」はなんとなく成功！ 

 忍び寄る「図書館にあるべき理由」。。。 

 教育視点の支援が不十分 ⇔ 空間だけの提供？ 

い
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2015年 キャンパス全体がラーニング・プレイス
（Commons）の登場：立命館大学OIC 

 



 



机、椅子だけでなく、 

スピーカ、モニターも全て可動式 

外からも授業の姿が見える 

※教室には機器の収納庫が併設 

教室もコモンズ的発想！ 

ラーニングシアター 



2F~4F 
図書館 

1F~3F 
各種コモンズ 

JR茨木駅 

上階層にも 

院生用、教員用 

コモンズ・スペース 
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日本各地のラーニング・コモンズを視察
して作り上げた「コモンズ」 

 交流の仕掛け 

 コンコース（長い廊下）で、ポスターセッション授業 

 学生イベントに地域の人が飛び入り 

 学生自治会スペースも学生と共に作ったコモンズ空間 

 地域・企業と触れ合うコモンズ 

 などなど。。 

 

政策科学部 

学生自治会エリア 

自治会BOX 
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図書館内ラーニング・コモンズへの課題 

 

図書館内のラーニングコモンズのあり方は今までと同
じいいのか？ 

         単純にコピー（前と同じ）することの是非。コピーは劣化する。 

市民利用の考え方 

         図書館のコモンズの市民利用の是非（例：まちライブラリ） 

他の学習空間との差別化 

         図書館内コモンズの利用率低下の懸念 

導線の一番遠い「はしっこ」が図書館 

        市民開放が優先 

キャンパス・コモンズ担当者から図書館への投げかけ 

22 



学生の動きと実態 

 思ったほど、図書館入館者数は減らなかった。 

     

      

 学生は空間を使い分けている。 

 図書館のラーニング・コモンズには必ず（学生）スタッフ人がいる。 

 ルールを守って利用する。心地よい騒音。 

 同じ目的の学生が集う。 
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「平井嘉一郎記念図書館」ラーニング・コモンズ 

        での取り組み 

 

文学部との 

コラボ 

国際関係学部
との 

コラボ 



「平井嘉一郎記念図書館」ラーニング・コモンズ 

        での取り組み 

 
留学生支援団体 

との 

コラボ 

図書館独自 



「平井嘉一郎記念図書館」ラーニング・コモンズ 

        での取り組み 

 

図書館秋祭り
（仮称）検討中 

学生に刺激を与え
交流・学びを促す 

図書館の学習
支援機能強化 



今後の課題と可能性 

＜学習空間としての図書館＞ 

 学部の枠を超えた学生のアクティブ・ラーニングの仕掛け 

 図書館（アカデミック）の空間と資料の特徴を活かした取組み 

 

＜学習支援としての図書館＞ 

 資料探しのレファレンスから学習支援を意識した 

 レファレンスのあり方 

 個人力量に依存した学習支援（レファレンス）から組織としての学
習支援環境の構築 

「学生の成長」に寄与できる大学図書館 
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最後に。。。 
キャンパス全体がラーニング・プレイス（Commons）の背景 

私は、これからの立命館大学は「コモンズとしての学園」になるべきだ
と考えています。「コモンズ」というのは「入会地」「共有地」という
意味です。村人たちが自由にコモンズに出向いて、薪や木の実やキノコ
などを採集して生活の支えにします。ここでは、多くの村人が出会い、
さまざまな情報が交換されます。いわば「学び合い」が行われるので
す。これからの大学は、このような「学びの共有地」、つまり、学生の
みなさんが学ぶために出向いて、いろいろな知見を刈り取ってくる場所
となるべきです。立命館大学が、みなさんにとって、知的興奮を覚える
「コモンズ」になることを願っています。 

              学長・法学部 教授 吉田 美喜夫 

                       （2009年4月～2011年3月 立命館大学図書館長） 

                    「未来を拓く ようこそ立命館大学へ 2016」より抜粋 



最後に。。。その２ 

 
ARG岡本真さんの言葉から。。。 

大学図書館のラーニング・コモンズで学んだ学生
が、社会に出て、公共図書館の利用者になる。 

利用者の意識の変化も当然生まれる。 

公共図書館に「ラーニング・コモンズ」がある事が
当たり前の時代が来るのも遠い未来の話ではない。 

 

2016年6月19日 大図研京都ワンディセミナー  

「つながる図書館・ささえあう図書館－公共図書館から見た大学図書館の世界」でのコメント 

（大学図書館問題研究会京都支部主催） 



ご清聴ありがとうございます。 

立命館大学図書館イメージキャラクター「よむりす」 

                       2011年誕生 


